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方法論l

［生態系】海蔽
①対象生態系面積の算定方法1 慣場］ガラモ場

［構成種）その他

②クレジット認証対象期間 1 2022年09月01日～2023年08月31日

③対象とする面租

④吸収係数

⑤吸収抵算定方法

⑥確実性の評価

⑦調査時に使用した船舶の情
報

［面積】
I. 9 (ha)

［面積の算定根拠］
ー ー［鯵ヶ沢漁港］水上ドロ ンおよび水中ドロ ンを用いて、潜堤および防波

堤周辺の悩場の種類と被度を観察した。また、衛星画像を用いて、藻場の分布

ー ー範囲を把握し、水中ドロ ンのデ タと重ね合わせることで、海藻種別の被度
別面積を岱定した。面積の算定にはGISを用いた。面積は被度を乗ずること
で、実勢面積に換算した。 ［赤石漁港］漁礁設骰個所 において、船上より 方形
枠付きの水中カメラを降下し、海業種別の被度を判定した。1箇所あたり 0.5ha

程度の範囲で複数回計測 し、代表的な被度を決定した。合計25箇所で計測を行
い、海藻種別の被度別面積を算定した。面積は被度を乗ずることで、実勢面積
に換算した。
［面精の資料］
面積の算定． pdf

［単位面積あたりの吸収址］
2. 7

［単位面積あたりの吸収誠の算定恨拠】
Jプルー クレジット申請・認証の手引きに掲載されている単位面積あたりの

ガラモ場の吸収量（表4-8) を適用した。
［単位面積あたりの吸収祉の資料］
吸収係数の算定 pdf

［計算に利用した式］
式 1

［算定結果（吸収量））
5. 129 (t-C02)

［対象生態系面積の評価］
95% 

（面稽： 1. 9 (ha) X評価：95%)

［吸収係数の評価l
70% 

（吸収係数：2. 7X評価：70%)

［船舶の種類】 調査船 (5lkW / 70PS程度）
［台数】 2隻
［稼働時間】 0. 83 (h) 
［出力】 51. OO(kW)

［燃料の種類］ 重油A
[CO2排出址】 0. 03,1 (t-C02) 
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【生態系】海藻

①対象生態系面積の算定方法 ［悩場）ワカメ場

［構成種）ワカメ

②クレジット認証対象期間 2022年09月 01 日～2023年08月 31 日

I 

【面積】＇ 

I. 8 (ha)

［面積の算定根拠1

③対象とする面積

| 

【鯵ヶ沢漁港］水上ドロ ー ンおよぴ水中ドロ ー ンを用いて、 潜堤および防波

堤周辺の藻場の種類と被度を観察した。 また、 衛星画像を用いて、 藻場の分布

範囲を把握し、 水中ドロ ー ンのデー タと重ね合わせることで、 海漢種別の被度 

別面積を算定した。 面積の算定にはGISを用いた。 面積は被度を乗ずること

で、 実勢面積に換算した。 ［赤石漁港】漁礁設置個所において、 船上より方形

枠付きの水中カメラを降下し、 海藻種別の被度を判定した。 1箇所あたり0.5ha

程度の範囲で複数回計測し、 代表的な被度を決定した。 合計25箇所で計測を行

い、 海藻種別の被度別面積を算定した。 面積は被度を乗ずることで、 実勢面積

に換算した。

［面積の資料】

面積の算定 ． pdf

［単位面梢あたりの吸収最］

0.5 

方法論2 ［単位面積あたりの吸収最の算定根拠］

調査サイト近隣の文献調査より、単位面積あたりの生産批を設定し、 これに

| ④吸収係数 残存率①、 残存率②および生態系全体への変換係数を乗ずることで吸収係数を

決定した。

［単位面積あたりの吸収最の汽料l

吸収係数の算定． pdf

【計算に利用した式】

式1

⑤吸収駄算定方法 【算定結果（吸収址） ］ 

0. 9 (t-C02)

［対象生態系面積の評価】

95% 

（面積： 1. 8(ha) X 評価： 95%)

⑥確実性の評価
［吸収係数の評価l

7僚

（吸収係数： 0. 5X 評価： 70%)
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【生態系］海藻

①対象生態系面積の算定方法 ［漢場］その他

【構成種Jその他
＇ 
l 

②クレジット認証対象期間 2022年09月01日～2023年08月31日

【面積l

2. 2 (ha)

［面積の節定根拠】

| 
＇ ＇ 

| 

③対象とする面積

［鯵ヶ沢漁港］水上ドロ ー ンおよび水中ドロ ー ンを用いて、 i替堤および防波

堤周辺の悩場の種類と被度を観察した。 また、 衛星画像を用いて、 漢場の分布

範囲 を把握し、 水中ドロ ー ンのデータと重ね合わせることで、 海漢種別の被度 

別面積を算定した。 面積の算定にはGISを用いた。 面積は被度を乗ずること 

で、 実勢而積に換算した。 ［赤石漁港］漁礁設置個所において、 船上より方形

枠付きの水中カメラを降下し、 海癌種別の被度を判定した。 1箇所 あたり0.5ha

程度の範囲で複数回計測し、 代表的な被度を決定した。 合計25箇所で計測 を行

い、 海漢種別の被度別面積を算定した。 面積は被度を乗ずることで、 実勢面積

に換算した。

【面積の賓料】

面積の算定 ． pdf

［単位面積あたりの吸収最］

0.8 

方法論3 ［単位面積あたりの吸収址の算定根拠】

調査サイト近憐の文献調査より、 単位面積あたりの生産最を設定し、 これに

④吸収係数 残存率①、 残存率②および生態系全体への変換係数を乗ずることで吸収係数を

| 決定した。

＇ ［単位面積あたりの吸収最の資料］

＇ 吸収係数の算定．pdf
| 

【計算に利用した式］

式l
⑤吸収紘算定方法 ［算定結果（吸収最） ］ 

1. 76 (t-C02)

［対象生態系面積の評価】
I 

95% 

＇ （面積：2. 2(ha) X評価：95%)

＇ 
［吸収係数の評価）I 

⑥確実性の評価
70% 

！ （吸収係数：0． 8X評価：70%)
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